
子育て支援について
（父親参画、妊婦の地域参加）

主な質問内容

１、母親支援だけでなく父親支援の視点で
、ネウボラを参考とすべきでは。

２、妊婦の地域参加の機会をもっと増やす
べきでは。



ネウボラとは

 妊娠・出産から６才まで（基本的に）家族を支
援するフィンランドの体制。

 特徴

・妊娠出産、子育てまで常に同じネウボラおばさ
ん（保健師）が相談にのり家族全体を支援する、
切れ目のない支援。

・家族支援のため、ネウボラおばさんは家族みん
なと面談などでかかわっていく。



３倍！

児童虐待での検挙人数は、、、

父親が圧倒的に多い

行政は、母親ばかりでなく、

父親とももっと積極的にかかわりを持つべきではないか



町田市の目標と現状は？

切れ目のない支援と言う点は、
すでにネウボラ的な発想を持ち
取り組んでいる

男性の子育て参画につい
ても課題としている



町田市の目標と現状は？

全体の参加目標はおよそ１２００人前後

「男女共同の子育てを進め
る」としながらも、父親の
両親学級の参加人数目標は
かなり低く、父親向けの育
児講座の開催もそれほど多
いようには思えない。



両親学級について提案

①パパとママが別の日程でそれぞれ参加できるようにしたらどう
か。（現状、それぞれが別日に参加する事ができない）

②男性のみでの参加もOK と言うのが分かりにくく、「パパにも来
てほしい」と言う市の積極的なアピールが無い。「パパも行くことが
普通」と思えるような文言を入れたらどうか。

③パパの参加者の目標値が低い。ママと同じ人数参加してくれる
のを目標とするのが正しいのではないか。



妊娠中のママの地域参加の必要性

 産後に地域の子育てひろばや子どもセンター
などに初めてお出かけするのは、結構勇気が
いる。

 どんなところかも分からなかった為、赤ちゃ
んが良く動くようになるまでは必要性を感じ
なくて行かなかった。

などの理由で、デビューが遅くなるママも多い。

妊娠中に一度でも行っておけば、産後にもすぐに行こうと思える。妊娠
中に知り合った地域のママに産後に再会すると、仲良くなりやすく産後
すぐの孤独になりがちな時期に救いとなる事も多い。



 プレママやプレパパ専用のカレンダーなど
がHP上に無い。作成し、分かりやすいとこ
ろにアップするべきではないか（あったとし
ても私には見つけられなかった。）

 土日は子育てひろばの開催が少なく、働く
プレママはイベントに行くのが難しい。土日
にプレママ向けの子育てひろばを開催する
保育園には別途補助金を出したらどうか。

 社会福祉協議会の子育てサロンも、各種
イベント案内に一緒に掲載してはどうか。

そこで、提案

港北区のアプリ


